
算数「１００までビンゴ」

・数唱と数字を対応させる
・１００までの数の理解
・集中して聞く

ラミネートした数字表に、
カラービニールテープの
シールを貼る。何度でも貼
り直しが可能なので、繰り
返し取り組める。

ビニールテープの端を少し折り
曲げておくことで、不器用な子
供にも扱いやすい。

（使い方）
・教師が数字を読み上げるのを聞く。
・数字を探し、シールを貼る。
※分からないときは「２０の段」「５の列」などのヒントを
・シールが５つ並んでないか確かめる。

問題の数で時間調整が可能なので、
すき間時間に取り組みやすく、
ゲーム感覚で楽しめる。

台紙に数字をランダムに記入させる、問題を出し合う、問題を
計算式で出す、などの応用も考えられる。



算数・数学「模擬時計」

・時計の長針を読んで言うことができる。
・時計の長針と短針を読み、「時」と「分」を組み
合わせて言うことができる。

＜使い方＞

①短針を外し、長針のみの時計にし、自分で長針を動かし
ながら、「分」を順番に唱えたり、教師が提示した「〇
分」に合わせたりする。

②必要に応じて模型時計を使いながら、「分」を読むプリ
ントを１人でする。

③長針の読み方をおおむね覚えた生徒から、補助シートを
外してプリント学習をする。

段階的に定着を図ることがで
きるように、「分」が書いて
あるシートや文字盤を色分け
したシート、針などを重ねた
り取ったりする。

個人用は机の上に置いて、

プリント学習ができる大きさで
作成！



数学・算数「時計盤」

・自分の時計盤に５とびの数カードを貼ることがで
きる。
・時計の長針を５分単位で読むことができる。

写真

写真

１～１２までの短針の時刻に
対応した、５とびの数を貼り、
５分単位の長針の時刻を確認
することができる。

短針、長針や５分単位の数を生
徒の実態に合わせて取り外すこ
とができる。

使い方

①児童生徒の実態に合わせて長針、短針や５分単位の数を
付けたり外したりする。
②教師の指示した時刻に長針や短針を動かして読む。



算数「上下左右」

ねらい ○○の上（下、右、左）がわかり、正しい
位置にカードを置くことができる。

＜使い方＞上下左右の理解、簡単な指示理解の教材として、
個別の学習場面や家庭学習で使用する。マス目をマンショ
ンの部屋にたとえ、動物たちをお家に帰そうね、と楽しく
取り組むとよい。

教材の紹介

指示書を見て、動物を正しい位
置（マジックテープのついたマ
スの中）に入れていく。

中央に児童の顔写真カードを
貼り付けている。指示書には、
「とりは わたしの １つ
うえ」「たこの ２つ みぎ
に えびを おく。」などと
書く。



算数「数の大小を比べよう」
ねらい
・一の位、十の位、百の位が分かる。
・数の大小が分かる。
・不等号を正しく答えることができる。

・位ごとに色を分けることで、
色も手掛かりにできるように
した。
・注目すべき数字が四角の枠で
囲まれている。

・不等号の向きを覚えられるよ
うに、毎時間の始めに確認し
た。

＜使い方や授業の展開例＞
・位と位の名称を確認する。
・比較ボードを一の位から順番に見て、二つの数の大小を
比較する。
・不等号カードを正しい向きで貼る。

教材の紹介

比較ボード


